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高度な技術で

品質保証
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JAS製材品は

厳格な審査・管理が生み出す

安定した品質・性能を

保証した建築資材

登録認証機関による
事業所認定

ゝ

製材工場などの事業所が」AS認証を取得するため

には、農林水産大臣に登録された登録認証機関の

審査を受ける必要があります。日本では、一般社団

法人全国木材検査・研究協会と一般社団法人北海道

林産物検査会が、製材JASの登録認証機関として農

林水産大臣により登録されています。

工場などの事業所を認証する登録認証機関は、国際

標準化機構 (ISO)、 国際電気標準会議(IEC)が定めた

「製品の認証を行う機関に関する基準」への適合な

ど、法律※で定められた要件を満たした機関で、厳格な

審査、監査などを行っています。

※農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律
(昭和25年5月 11日、法律第175号 )

高度な技術で

品質保証

製材のJAS認証工場。事業所の高度

な技術と、標準化された品質管理シ

ステムが生み出すJAS製品は、設計

者、施工者の皆様の期待に応えます。

」ASマークが表示されている製品

は、製造者が責任をもって品質・性能

を保証します。

定期的なチェック
で品質確保

JAS製材品の安定した品質は、登録

認証機関による」AS認証事務所ヘ

の監査と、事業所に義務づけられた

検査を、定期的に行うことにより

確保されています。
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目視等級区分 人工乾燥処理構造用製材(乙種) 機械等級区分構造用製材



JAS製材品不U用点 建築、設計関係者の

皆様のリスクを軽減 !

日本農林規格 (」AS規格)|こ基づいて製造・管理された」AS製材品の上手な利用は、設計・

建築関係の皆様の、ビジネスリスク軽減と、お客様に喜ばれる物件の創造につながりま丸

」AS製材品は、基準強度、寸法精度が明確で、正確に含水率もコントロールされています。

また製材の」AS規格では、資材選択が簡単にできるように、規格が整理されています。

全国木材検査。研究協会は、」AS製材品の利用をお薦めしま現

IJAS製材品は使用部位刷性能資材
利用 しやすい品 目・規格 区分 製材の」AS規格では、設計 ,施工関係など多くの方々が利用しやすいように、建築物の

部材を考慮して品目を区分し、規格を定めていま現 この品目区分は、利用する方が建築物の各部材に求める性能に合つた

確実な資材選択を容易にしま,D」AS製材品は皆様の要求に確実に応え、性能を発揮しま現

■ 製材JASの認定品目区分

人工乾燥処理 保存処理 人工乾燥処理

天 然 乾 燥 処 理 人工乾燥処理を施したもの以外 保存処理

機械等級区分 天 然 乾 燥 処 理 人工乾爆処理を施したもの以外

人工乾燥処理 人工乾燥処理

保存処理 保存処理

天 然 乾 燥 処 理 人工乾燥処理を施したもの以外 天 然 乾 燥 処 理 人工乾燥処理を施したもの以外

■ 製材JASの規格区分

針葉樹

構造用 :建築物の構造耐力上主要な部分に使用

目視等級区分 :節、丸身等、材の欠点を目視により測定、等級区分

機械

等級区分 :

機械により
ヤング係数
を測定。

等級区分

構
造
用
製
材

|

造
作
・一用
製
材 |

造
作
用

甲種構造材 :主として高い曲げ性能を必要とする
部 分 に使 用  l機使い、土台、大引き、梁等)

乙種構造材 :

主として圧縮
性能を必要と
する部分に使用
l縦使い、通し柱、
管は 床東、小屋東等)

Ｆ

五
一

珊

！‐
「

補修義務

説明義務

損害賠償

製造物責任



t
ψ

JAS製品は今
木材の品質・性能が

明確に分かります

品質が分かるから安心′ I尼督鶏

I機械等級区分による表事例

樹種名 スギ

JAS

全木検

構造材の

種類
乙

等級 ★ ★

寸法
mm    mm  m

105x105x3

乾燥処理 SD20

製造業者名

○○製材株式会社
製材工場

スギ SD-15 E-70

AS
mm ○○製材株式会社

製材工場全木検
105x105x3000

製材の品質・規格の概要

製品の種類

等   級

寸   法

目視等級区分構造用

製材の用途による区分

目視等級区分

機械等級区分

木材の本国の

短辺、長辺、材長

木材の乾燥度合

(含水率)

樹   種   樹種名を表示 スギ、ヒノキ、カラマツなど本の種類を表示

梁 (はり)、 桁 (けた)などの横に使用されるものは「甲Ⅱふ

柱など縦に使用されるものは「乙」と表示

目視で節、割れ、曲がりなどを評価して1級、2級、3級の

3区分に表示 (★★★、★★、★)

(注)樹種、区分(甲 I、 甲Ⅱ、乙)、等級ことに、
国土交通省の告示で基準強度を規定(構造計算に使われる強度)

機械等級区分装置(格付けの場合は曲げ試験装置)で

強度 (ヤング係数)を測定し、等級区分(E50～150)を表示
(注)等級区分、樹種ことに、国土交通省の告示で基準強度を規定く構造計算に使われる強度)

正確な寸法を計測表示

含水率計で計測(格付けの場合は全乾試験)して

SD(かんな掛けした乾燥材)

D(鋸挽きしたままの乾燥材【表面が未仕上】)

15、 20、 25という含水率を表示

0問し冶わせ先

大分県木材協同組合連合会

〒870-0004大分県大分市王子港町1…17

TEL 097… 532-7151
FAX 097-537-3441

乾   燥

一般社団法人全国木材検査・研究協会

一般社団法人北海道林産物検査会

03‐6206-1255

011-251-7830

03-5776-2680

盆 JAS規格に関するお問い合わせは…

合板、集成材、フローリング等

公益財団法人日本合板検査会

木材流通における転換促進支援事業 (林野庁令和4年度補正予算)


